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東アジアの木造船文化継承のゆくえ























査を 2 回（2015 年 2 月、2016 年 12 月）、中国舟山列島調査（2016 年 3 月）を 1 回、加えて横浜港調
査（2017 年 3 月）1 回を実施した。本プロジェクトに平行し、日本学術振興会科学研究費・基盤研
究（C）では、「和船を活かした遊覧・船祭りの観光学―「日本の流域遺産」化をめざして」（研






































































































成さん（1935 年生まれ）は石川県加賀からえりも町目黒に移り住んだ船大工家の 4 代目で、18 歳か
ら家業を継いだ。昔は 4 軒の船大工がいたが、いまは周辺地域を含め岡部さん 1 人だけである。岡
部さんもすでに 2009 年に船造りはやめている。えりも町内には約 10 杯の現役木造船が残ってお
り、岡部さんはコンブ漁の道具などもあわせて製作してきた。船は底にカツラ、ハタ（舷側）にゴ
ヨウマツを使った刳り底のムダマ造りで、造ってほしいという漁師の声は今もあるが、林野庁が木






















































瀬船の船大工山下末長さん（大正 14 年生まれ）に出会って話を聞いた。現役船は 20 杯あるとい
う。終戦後には 60 杯あった。すでに 40 年たった船ばかりで、漁も年々減ってきている。蘆北で廃
船になった打瀬船が 2010 年、東京湾に運ばれたことがある。かつて東京湾で見られた帆引きを再
現するためで、当時はニュースにもなったようだ。しかし、その後の展開は音沙汰なく不明である。
　打瀬船の長さは 15 m、帆は長いもので 12～13 m あり、往事は 3 人がかりで造った。その後はもっ








たが、2011 年すでに 86 歳だった山下さんの造船所を 2015 年に再び訪ねたときにはきれいに片づ



































　さて、図 1 は、公営・民営・NPO などを含む日本の川や湖、運河や堀、池など内水面での観光
舟運の分布を示したものである。2016 年の論考資料［出口・出口 2016］を一部修正・補追した。
大別して①鵜飼い、②川下り、③船めぐり、④渡しの 4 種類に分けられる河川観光舟運は、2015 年
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写真 4 　岩手県一関市の猊鼻渓　2011 年

































































































































写真 8 　神奈川県真鶴町の貴船祭り　2017 年





















































































































４．中国の木造船事情―1990 年前後と 2016 年















造られ、あとからつける方式である。 1 艘造るのに 7 人で 1 週間、木造のサンパン船だと建造に
10 人で 1 カ月かかり、コストはあがる。その点、水泥船は 860 元、売値で 998 元、1989 年当時の


















写真 15　コンクリート船の櫓こぎ　寧波 1989 年
　運河ではコンクリート船に山盛りの荷物を積んでゆきかう
姿がみられた。エンジン船もあれば、櫓こぎ船もある。長さ
8.4 m、外幅 1.9 m、深さ 70 cm、重さ 3トンの水泥船では隔
壁が 8つあり、70 cm間隔で入る。船体が重いので、少々の
積み荷では乗り沈みが少なく、「よく浮く」のである。
































ジャンク型木造機帆船 1 艘（24 馬力・帆で 7 ノッ
































写真 22　観光用の竹筏　寧波 1989 年










写真 19　西湖遊覧船の建造　杭州 1991 年
　唐ギリを使って釘穴をあける。隔壁構造であることがよく
わかる。













































る兄弟は、これまで 1,000 艘近い実船を造ってきたという（写真 26）。造船所内に展示された「岑







船を主に建造し、 2 代目岑阿友は 1915 年より中型機帆漁船を主に製作していた。 3 世代目となる
子供たちは 4 人、うち 1 人が女性で、きょうだいは 3 代目後継ぎとなる 1936 年生まれの岑全富と
ともに、いずれも木造船業にかかわってきた。父の指示にしたがい造船に従事する一方、帆の縫製
や麻縄ない、板どうしの水密を保つため、中国船建造には欠かせない充塡材である油灰の製造、麻
縄の充塡などの作業を分担しあい、家族総出で多いときには 1 度に 8 艘の漁船や運搬船を建造して
いたという。












　たとえば、2007 年には日中友好 35 周年を記念し、長さ 15 m の遣隋使船が建造された。2008 年
には、杭州の運河観光に使われる長さ 8 m の手こぎ船を 6 艘製作し、2010 年に開館した上海中国
航海博物館の全長 31.3 m の明代福船も手がけた。
　2015 年には紀元前 400 年から紀元 100 年くらいにかけて成立していたとされる雲南の滇王国時

































　2017 年 7 月、日本船舶海洋工学会は、日本の「ふね」遺産の第 1 回認定をおこない［平山ほか
2016］、機関搭載浮揚状態で現存する最古の日本建造練習帆船である「日本丸」や明治期のレンガ
積みドックである旧浦賀船渠（株）のドックなどのほか、大阪の復元菱垣廻船「浪華丸」を日本の
「ふね」遺産として認定した。浪華丸は江戸時代の弁才船を忠実に原寸復元した全長 29.9 m もの木
造船で、和船史研究者や設計専門家の船体監修のもと、気仙沼の船大工集団が建造に携わり、日立
造船住吉ドックで完成させるという大掛かりな事業で、大阪港に浮かぶなにわの海の時空館の中心
展示だったものである。現代の知恵を結集したすぐれた展示物でありながら、2000 年 7 月に開館
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